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　令和３年八千代市成人式は、新型コロナウイルスの感染が拡大する
中、新成人とその御家族、市民の皆さまの健康と命を最優先に、集合
形式での式典を中止し、式典で予定されていたプログラムなどをイン
ターネットによる動画配信で開催しました。

令和３年八千代市成人式は
動画配信形式で開催
　１月10日、市民会館で令和３年八千代市成
人式を開催。式典の様子を、インターネット
により動画配信をしました。
　式辞では、服部友則市長が「昔も今も、希

望に満ちた新たな時代を拓いてきたのは、皆
さんのような若者の力です。この成人式を一
つのきっかけとして、大人になるとはどうい
うことなのか、どんな大人になりたいのか、
そのためにはどうしたらよいか、一人一人が
自らに問い、自ら答えを求めていただきたい
と思います。そして、明日の八千代を築く原
動力としてご活躍することを強く期待いたし
ます。また、地元を離れて活躍される際にも
生まれ育ったふるさと八千代に誇りと愛着を
持ち続け、応援していただければ幸いです。」
と新成人を激励。
　その後、今年八千代市で成人を迎えた平成
12年４月２日から平成13年４月１日生まれの
2,038人（男性1,011人、女性1,027人）の代表

として、上代敬大さんと石丸智也さんが新成
人代表のことばを述べました。
　式典録画動画は３月１日㈪
まで配信します。右のコード
または市ホームページから見
られます。

成人式記念品を郵送しています
　令和３年八千代市成人式の会場開催中止に
伴い、記念品を新成人の皆さんへ郵送してい
ます。まだ記念品が手元に届かない場合は、
生涯学習振興課へお問い合わせください。
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新成人代表　　上代敬大さん
　本日は、新成人の新たな門出に際し、皆さまから温
かいお祝いの言葉をいただきまして、ありがとうござい
ます。成人式という節目を迎え、これまでの20年間を振
り返ってみると、数えきれない場面で、家族や友人、先
生など様々な方々からの温かく、前向きな支えをいただ
いて、困難を乗り越えてきたと実感しています。

　特に、深く思い出されるのは、進路に迷っていた中学生時代のことです。
　不安でいっぱいな私に、一人じゃないよと勇気づけ、夜遅くまで学校で
相談に乗ってくれた母と先生の暖かさ、心強さは今でも忘れることはでき
ません。そのおかげで自分の将来に自信を持って歩みを進めることができ
ました。そして、あの時の母の温もりは今でも私の心を温め続けてくれて
います。
　さて、私たちが新成人となる令和２年度は、新型コロナウイルスが世界
中を騒がせ、日本国内でも猛威をふるい、心を痛めるような情報が多く伝
えられています。このような不安定なコロナ禍の現在だからこそ、私たち
新成人は、支えてもらう立場から支える立場となり、明るく前向きに社会
で活躍することが必要だと感じます。とは言え、今日、成人式を迎えたか
らといって私たちは急に何かが変わるわけではありません。
　しかし、成人式を機に、大人として責任のある行動をしていくことで、
誰かの支えになる事が出来ると思います。そして、その支えの輪を広げる
ことでより良い社会を作ることができると思います。
　最後になりますが今までお世話になった方々への感謝の気持ちを忘れ
ず、等身大の自分で人生の煌めきを探し、一歩一歩自分の進むべき道を歩
むことを誓い、新成人代表の言葉とさせていただきます。

新成人代表　　石丸智也さん
　本日は、新成人のために、このような式典を開催して
いただき、誠にありがとうございます。
　これまでの20年間、一人では乗り越えられなかったこ
とが、数多くありました。２年前、私は、自分が決めた
進路を実現させようとする際に、思うように成績が伸び
ず、挫折しそうになってしまった時がありました。そん

な時に、両親は優しく励ましてくれましたし、友人、学校の先生など、多く
の方々が私を支えてくれました。そのお陰で私は、本日、無事に成人式を迎
えることができたのだと思います。辛い時、悲しい時、手を差し伸べてくれ
る人が身近にいるということは、決して当たり前のことではなく、だからこ
そ、今の感謝の気持ちを生涯忘れてはいけないと思っています。
　成人を迎えるにあたり、私たちは、次の世代を守らなければならない立場
となりました。そのためには、次の世代の子どもたちの「見本」とならなけ
ればなりません。成人という自覚を持ち、周りから尊敬される大人になれる
よう努めて行くことが必要なのです。そして、今まで私たちの背中を優しく
押してくれた家族、楽しい時間、苦しい時間も共に分かち合い支え合ってき
た友人を大切にして、これからの人生を歩んでいきたいと思います。
　近年では日本だけでなく、世界中で心を痛める出来事が起きています。未
だ幸先の見えない未来に不安を感じることもありますが、世界中が笑顔であ
ふれる世の中へと変えることができるよう、明るい未来を信じ、前向きな希
望を持って社会へ羽ばたいていきたいと思います。
　最後になりますが、今まで私たちを支えてくださいました方々への感謝の
気持ちを胸に、新成人としての自覚を持ち、そして笑顔を絶やすことなくこ
れからの人生を歩んでいくことを誓い、新成人の挨拶とさせていただきます。

お問い合わせ
生涯学習振興課 481-0306


